
浅田次郎さんの「無言歌」
 
 

作家の浅田次郎さんの「帰郷」の中に「無言歌」という作品があります。
何度も読み返しています。
 

潜水艦の中で、２人の兵士が、夢の中の出来事を互いに語り合います。
西大西洋の艦の中で、酸素がどんどん減っていき、死が刻々と近づいてきます。
彼らは、最後にチャップリンのスマイルを鼻歌で歌います。
「スマイル、ララリー、ラリーラーー」
 

そして、最後の最後にこう結びます。
「俺は、ひとつだけ誇りに思う」
「しゃらくさいこといいなさんなよ」
「いや、この死にざまだよ。戦死だろうが、殉職だろうがかまうものか。俺は人を傷つけず、人に傷つけられずに人生をおえることを、心
から誇りに思う」
「同感だ、沢渡。こんな人生は、そうそうあるもんじゃない」
「スマイル。唄おう」
「言葉は、ないほうがいい」
 

陸上自衛隊の隊員は、ＰＫＯ派遣５原則が破れた内戦状態の南スーダンに派遣されています。防衛省は、南スーダンの業務日報が、私たち
国民の目に触れると不味いと考え、当初、業務日報を隠ぺいしようしました。しかし、情報隠ぺいだと大きな批判が起こり、一転して、電
子データが残っていたとして、業務日報を一部開示しています。しかし、大事な南スーダンの情勢や弾薬の使用状況については黒塗りのま
ま、私たちの目から未だに隠しています。兵士であっても、自衛隊員であっても、同じようにかけがえのない命を大切にされなければなり
ません。政府は、自衛隊員、そして、私たち国民が、後戻りできない、「殺し、殺される関係」に陥る前に、南スーダンから一刻も早く陸
上自衛隊を撤退させなければなりません。
 
 

潜水艦の中ではなく、大空の下で、誰もが楽しく歌うことができる、
そんな簡単なようで、非常に難しいことを、どのようにしたら実現できるのか。
浅田さんの作品を繰り返し読みながら、繰り返し考えています。
 
 

弁護士　伊須　慎一郎

https://saitamasogo.jp/archives/69378


 
 

 
 

「大学生のためのアルバイト・就活トラブルＱ＆Ａ」
 

「大学生のためのアルバイト・就活トラブルＱ＆Ａ」（旬報社）が刊行された。

最近の学生のアルバイト・就活事情は、親の世代とは明らかに異なっている。
授業や期末試験にさえ出席できないブラックバイトがはびこったり、パワハラまがいの質問が就職面接で平気でなされたり。

https://www.amazon.co.jp/%E5%B8%B0%E9%83%B7-%E6%B5%85%E7%94%B0-%E6%AC%A1%E9%83%8E/dp/4087716643/ref=sr_1_1?s=books&ie=UTF8&qid=1488156291&sr=1-1&keywords=%E5%B8%B0%E9%83%B7
https://saitamasogo.jp/archives/69369


同書は、学生にはもちろん読んでほしいが、親の世代も必読の書である。

一冊読むのがつらい人は、Ｑ＆Ａの結論だけでも読むと、大学生の実態と対処の方向性が理解できる。
大学、大学院で学生を直接相手にしている執筆陣が書かれたものだけにきわめてリアル。

ぜひ、子供と一緒に読まれることをお勧めする。

弁護士　高木　太郎

 

 

●出版記念シンポジウムが開催されます！
　日　時：2017年3月18日（土）13:00～15：0（開場12:30）

　場　所：連合会館　（←クリックすると地図が出ます。）
　（東京都千代田区神田駿河台3-2-11　）

　資料代：1000円（本題含む）

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/IMG_2733.jpg
http://rengokaikan.jp/access/index.html


　定　員：100名

　事前申し込み不要

是非、ご参加ください！



シンポジウム・290318(PDF)

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/3-18.jpg
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【2/25  東京】シンポジウム「首都圏避難者の孤立を防
げ」&交流広場
震災支援ネットワーク埼玉と早稲田大学人間科学学術院では発災当初より、避難⽣活の総合的な現状把握を行い、その時々の支援のあり方
を検討するための大規模アンケート調査を継続実施しています。
これまでのアンケート調査では、およそ半数の方にPTSD(⼼的外傷後ストレス障害)の可能性があるほどの精神的苦痛を抱え続けてい
ることが判明しています。
今年のアンケート調査概要を含め、この精神的苦痛の要因、取り巻く環境・状況、さらには避難者の生活再建に向けての課題と、その解決
のために、地域、社会でどのような取り組みをしていくべきかを探ってまいります。ぜひお越し下さい。
また、被災された方同士の交流広場として教室を開放しています。出入り自由です。お菓子、お飲物、支援資料等をご用意しております。
お子様とひとやすみの休憩場所としても参加者同士のおしゃべりの場所としても避難ママ友づくりの場としてもご自由にご利用ください。

◆日時
2017/2/25(土) 13:30～17:00（13:00開場）

◆参加無料・事前申込不要

◆会場
早稲田大学 早稲田キャンパス
11号館 506教室 シンポジウム
11号館 508教室 交流広場
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-6-1

＊　チラシのダウンロードは→こちら

https://saitamasogo.jp/archives/69362
https://saitamasogo.jp/archives/69362
https://www.waseda.jp/top/access/waseda-campus
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/789237dd66bb67893c86b63bf6cafbac.pdf
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バレンタインデー
２月１４日はバレンタインデーでした。

私も、事務局さんから頂戴し、ありがたくいただきました(ダイエットは忘れていません。)
とてもうれしい気遣いでした。

自分を振り返ってみると、忙しいとき、ふと気付くと周りに十分に気遣いができていないことがあります。
忙しいからといって、自分のことだけを考えて、周りへの感謝・気遣いを忘れてはいけませんね。
これからは、もっと他人に気を配って、感謝の心を忘れないようにしたいものです。

 

弁護士　德永　美之理

https://saitamasogo.jp/archives/69349


マチネの終わりに
「逃げ恥」で恋ダンスを素敵に踊っていた石田ゆり子さんが
絶賛していたので読んでみました、
『マチネの終わりに』（平野啓一郎・毎日新聞出版社）。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/8ffa7625dbdb7b468d884e271cdfc4aa_m.jpg
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天才ギタリストと戦場にも出向く通信社記者の、
ケイタイのある時代のすれ違い恋愛小説…
ではあるのですが、
戦争や民族紛争、宗教、仕事、家族、嫉妬、後悔などなど、
人生で避けては通れないテーマを色々と考えさせられます。

『マチネの終わりに』の特設サイト曰く、
『「40代をどう生きるか？」を読者に問いかける作品』だそうです。
まだ未読のアラフォーの皆さんにお勧めします！

 

弁護士　佐渡島　啓

https://www.amazon.co.jp/%E3%83%9E%E3%83%81%E3%83%8D%E3%81%AE%E7%B5%82%E3%82%8F%E3%82%8A%E3%81%AB-%E5%B9%B3%E9%87%8E-%E5%95%93%E4%B8%80%E9%83%8E/dp/4620108197


愚直な努力
同僚ではあるが、昨年１０月から今年の１月まで、何度か研修のため仕事を教える機会があった。

担当弁護士から、多岐に亘る法律事務ではあるが、限られた時間の中で、できるかぎり経験し、最低限の知識と実務を身につけさせてほし
いとの要望であった。

彼には、すでに長い社会経験があるものの、これまでの経歴とは畑違い、年齢も若いとはいえない。自分のことはすっかり脇に置いて、新
しい分野の仕事への理解と吸収力はいかばかりかと、多少、失礼なことを考えたりした。

ところが未経験ながら、２年後の日弁連事務職員能力認定試験を受験するべく、自らクレオで研修を受けている。並ならぬ努力をしている
人である。

初めて相続人調査から相続関係図作成までを、研修の一環としてお願いした。戸籍の見方、読み方、民法改正による相続分の変更、ついで
に家督制度まで一通り説明し、あとは任せてみた。

戸籍が全てそろったというので、相続関係図を作りましょうと向けると、自力で作成してみると言う。しばらくすると相続関係図のデータ
が私のメールに添付されてきた。ほぼ完璧だった。しかも早い。

その後に、添付の相続関係図が登記申請用であったため、多少の訂正はしたが、要件は全てそろっていた。

私に欲が出て、相続分の計算を頼むと、すぐさま関係図に書き込んできた。こちらも正解。

私が先輩から研修を受けたころは、机の上に模範六法、書記官研修テキストが載っていた。まず裁判所に提出する書類が、どの法律に基づ
き、何を求められているのか。根拠条文から説明を受け、頭の中に？が何個も浮かんだころ、ようやく書式が置かれ、さらに詳細な説明が
あった。厳しかったから質問はできなかった。

直接、書記官に質問して来いと先輩に言われ、恥を忍んで裁判所へ走ったことが何度もあった。

この１０年くらいだろうか。仕事の習得方法は大きく変わった。途中の理解を求めず、結論だけを欲しがる。書式をデータでもらい、そこ
に必要事項が当てはめられれば完成することが多くなったからだろうか。でも、それでは経験年数に比例した力量が身につかない。

彼には敢えて、回り道しながら法律事務を習得することを、研修最終日の贈る言葉とした。表現はやや品を欠くが、泥臭い事務局には自力
がある。愚直に努力しよう。

これらは同時に、私が自分に向けた言葉でもある。

また愚直の一年が始まった。

 

https://saitamasogo.jp/archives/69336


事務局　長澤

春の予感
 
 
立春を過ぎてそこはかとなく春を感じられる今日この頃となりました。
日差しも強くなって心が浮き浮きしますね。
思わず南沙織のタイトル曲を口ずさみたくなります。
 
しかし・・・・。
 
自分にとっては花粉が飛び交うつらい季節の到来です。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/4899c838b72e2fe117164bd7e1485c38.png
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２０数年前に花粉症になって以来切っても切れない縁となりました。
くしゃみ・鼻水・鼻詰まり・目のかゆみ、これが２ヶ月近く続くのかと思うと憂鬱です。
マスク・薬・ティッシュペーパーは花粉症の必須アイテムです。
花粉症に良いといわれるヨーグルトも意識的に食べていますが、長年染みついた体質はそう簡単には変わりません。
 
皆さんはいかがですか。
自分は無縁と思っていても症状は突然やってきます。油断してはいけません。
のどの痛みも熱も咳もないのにやたらとくしゃみ・鼻水が出るという人は一度耳鼻科で診てもらいましょう。
もしかしたらそれ、花粉症かも知れませんよ。
 

事務局　小林
 

 
 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/83c15bd0515e0824ac09f47a99085962.jpg


日弁連「バス事故はなぜ？繰り返される事故の原因と対策を考え
る」市民集会から
ゼミ生を亡くされた尾木直樹さんの言葉と市民集会の新聞記事です。

（尾木直樹さん）
バス事故の問題には、規制緩和、労働現場の実態、貧困など、日本社会のいろいろな問題が集約されている。この事故をどう受け止めるか
は、ひとりひとりの生き方の問題でもある。
法政大学では、「事故」とは呼んでいない。「事件」である。田中優子学長もそう訴えている。問題提起していくことが、大学の社会的使
命であり、私の使命である。
いつも、事故にあった学生たちの写真をカバンに入れて持ち歩いている。絶対に忘れない。
生き残った学生も最近続けて大きな手術を受けたり、バスの乗っていなかった学生も苦しみ続けており、事故は今も続いてる。

（市民集会関連記事。クリックして頂くと記事がご覧頂けます。）
◆産経新聞

◆信濃毎日新聞

◆しんぶん赤旗

◆弁護士ドットコム

https://saitamasogo.jp/archives/69303
https://saitamasogo.jp/archives/69303
http://www.sankei.com/affairs/news/170128/afr1701280026-n1.html
http://www.shinmai.co.jp/news/nagano/20170129/KT170128FTI090008000.php
http://www.jcp.or.jp/akahata/aik16/2017-01-29/2017012901_04_1.html
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20170129-00005635-bengocom-soci


弁護士　猪　股　　正

日弁連パンフレット「生活保護に対する偏見と誤解をなくすために
（著名人編）」
格差と貧困が拡大し、大企業や一部の富裕層に富が集中する一方で、中流層も、中小企業も、地方の町も、次第に疲弊し追い詰められ、生
活保護バッシングに見れるように、他者へ不寛容が広がっています。格差と貧困が拡大している今こそ、憲法２５条が保障する生活保護の
意義を考える必要があるのではないでしょうか。

日弁連が作成したパンフレット（著名人編）をご紹介します。
各界で活躍されているみなさんのコメントを是非、お読みください。一部をご紹介します。
平野 啓一郎 さん「…今は当時の新自由主義の風潮よりも更に悪く、生活保護の利用者は財政を圧迫し、真面目に働く者たちに「迷惑」
をかけているなどという、積極的な否定論まで唱えられる始末である。これではまるで全体主義だ。まっとうな共生の感覚を取り戻さなけ
ればならない。」
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堤 未香 さん　「数字が正義になり、利益だけを成功とする歪んだ価値観は、社会の中から、大切な人間の顔やぬくもりを消してしまう。
…」
上野 千鶴子 さん「生活保護は日本国憲法第25条がすべての国民に保障する権利です。お上がくれる恩恵ではありません。権利を行使
するのに遠慮する必要はありません。「保護」というから誤解が生まれます。「生存権」と呼びましょう。」

パンフレットのダウンロードは、→　こちら

2/24学習会「誰もが支えられる社会へ ー不信と分断を乗り
越えるための財政社会学ー」
反貧困ネットワーク埼玉２月講演会
「誰もが支えられる社会へ　ー不信と分断を乗り越えるための財政社会学ー」
講師：高端正幸さん（埼玉大学准教授）
日時：２月２４日（金）18:30～

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/c37c8a45c3a6f552638a992300826361.pdf
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/cd9441eba3f72359dfad6587af81f9cb.png
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場所：埼玉総合法律事務所　３階大会議室
事前予約不要・参加費無料

　「財源が足りないから、福祉が充実できない」は本当でしょうか？福祉分野の相次ぐ削減と自己負担増により、私たちの暮らしは疲弊し、
将来への不安は増すばかりです。
　すべてのひとの暮らしを支える福祉を実現するには、どうしたらよいのでしょうか。そして、福祉の充実を求めると常に立ちはだかる
「財源はどうするのか」という問いの答えを、高端さんとご一緒に考えてみませんか。

高端正幸さん
埼玉大学人文社会科学研究科准教授
　国際比較から、日本の財政システムの特質や問題点を考えるという立場から、社会保障の財政問題や自治体財政について主に研究。地域
における福祉政策・福祉実践を直に確かめながら、財政問題という大きな対象を問う。
　理論と現実を往復することによってのみ、新たなアプローチが生み出せる。
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